
平成 21 年５月２５日 

各位 

 

『ＦＦＧ調査月報６月号』発行について 
 

 

経済調査誌『ＦＦＧ調査月報６月号』を５月２５日（月）に発行いたしましたのでお知

らせいたします。 

今月のメインレポートは、｢九州企業のアジア交流戦略｣、｢製造業の緊急課題と競争力強

化への取り組み｣の２本です。 

なお、ＦＦＧ調査月報はＦＦＧ三行の営業店の窓口に配置しております。 

 

 

【メインレポート】 

 

 

 

  寄稿  九州企業のアジア交流戦略 ～世界同時不況後を見据えて～ 

 財団法人 九州経済調査協会 調査研究部長 田代 雅彦氏

本寄稿では、九州経済調査協会がふくおかフィナンシャルグループと共同で行った研究内容

の一部についてご紹介しています。 
世界同時不況により、アメリカ中心の経済秩序が変化する中で、急速に悪化する九州の景気

動向や九州企業の海外進出の現状についての分析を行った後、九州の企業が今、何を前提に海

外展開を考えればいいのかなど、いくつかのポイントをご紹介しています。 
なお、共同研究報告書「九州企業のアジア交流戦略」については、近日中に発行予定ですの

で、あわせてご一読ください。 
 

 

  寄稿    製造業の緊急課題と競争力強化への取り組み 

            株式会社アットストリーム 代表取締役 平山 賢二氏
 

100 年に一度といわれる金融危機により、生産量が縮小した製造業をとりまく緊急課題を整

理し、さらに次の一手のための施策を具体的に提言いたします。 
なお、本稿の内容については、「モノづくり企業が今やるべきことは何か～損益分岐点を下

げ、筋肉質にする現場作りとは～」と題したセミナーを開催し、製造業の方に、実践的な提案

をさせていただく予定です。 
 

モノづくり企業向けセミナー   
 
 

日 程 開催地 会 場 定 員 
7 月 14 日 北九州市 小倉興産 KMM 50 名 
7 月 15 日 福岡市 福岡銀行本店 100 名 
7 月 16 日 熊本市 KKR ホテル熊本 50 名 
7 月 17 日 長崎市 ホテルニュー長崎 50 名 



 

トップに聞く  

毎回好評の「トップに聞く」（３行頭取の企業訪問）のコーナーです。 
今月はお取引企業のうち３社を訪問し、経営者の皆様から興味深いお話をいただきました。 
 
中島田 正徳 氏 (株式会社 中島田鉄工所 代表取締役社長) 

松本  博美 氏 (株式会社 松本農園 代表取締役) 

大塚  正則 氏 (株式会社 琴花園 代表取締役社長) 

 

 

しーず君の研究室訪問 

「長崎大学 工学部 材料工学科 本九町 卓 助教」 
大学から生まれた研究成果(大学シーズ)も今月で５回目を迎えます。 

今回は、「新型“ミセル”で高性能な工業材料を開発する」と題して、様々な産業でその応用の

可能性を秘めている新型ミセルについてご紹介しています。 

※ミセルとは、水と油のようにお互いに交じり合わない物質が球状に集まり、可溶化した構造を

とる特殊な分子群のことです。 
 
 
海外リポート 
「３G 携帯の開始 ～中国における新たな情報・販売ツールの可能性について～」 
 中国では、まもなく第 3 世代携帯電話（３G 携帯）のサービスが始まります。 
第 3世代携帯電話は日本と共通の規格が採用されたため（第２世代では日本と規格が異なっていた）、

さまざまなコンテンツやアプリケーションの提供も可能になり、日本企業が中国市場に参入する機会が

ひろがると期待されています。 
今回は、中国の携帯電話の動向と今後のビジネスチャンスの可能性について報告します。 

 
 

ＦＦＧニュース 

「親和銀行創業 130 周年事業『親和銀行コレクション展』開催中」 
創業 130 周年を迎えた親和銀行では、郷土の芸術家などの作品を中心に収集・収蔵した美術品を

長崎県美術館において一般公開しています。 

（「親和銀行コレクション展」の開催期間は、平成 21 年 4 月 23 日～平成 21 年 7 月 26 日） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

< <本 件 に 関 す る 問 い 合 わ せ 先 >>  
 

株式会社 ＦＦＧビジネスコンサルティング 企画調査部（担当）島浦、真田 
 

電話：０９２-７２３-２５７６ ＦＡＸ：０９２-７６１-８８４６ 


